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1.　はじめに
映画の活用が英語学習の動機付けに大きな効果を持つことはよく知られているが、映画を中心とした授業を半期なり体系的に行おうとすると、教材作成に多大な労力と時間がかかることが問題点としてしばしば指摘される（穐本・濱田、2007）。

2.　教材開発

2.1　シラバス・デザイン

シラバスには様々な種類があり、その判断基準により異なる範疇に分類されることがあるが、和田（2003：92）は、それらを①文法・構造シラバス、②概念･機能シラバス、③状況（場面）シラバス、④話題（内容）シラバス、⑤技能シラバス、⑥手順シラバス、⑦過程シラバス、⑧タスク中心シラバス、⑨語彙シラバスの9つに分類している（注1）。

謝辞

本研究に際しては、ATEM大学の○○先生をはじめ…

注

1.　映画公表後50年（または著作者の死後50年）経過し、著作権保護が消滅した…

参考文献

Takeuchi, O., Edasawa, Y. & Nishizaki, K. (1990). Do Films Improve EFL Students’ Listening Comprehension Ability? Language Laboratory, 27, 81-98.


英文用テンプレート

Title


Taro EIGA (ATEM University)

Hanako EIGA (ATEM University)


1. Introduction

The purpose of this paper is to compare two widely-used listening practices (shadowing and dictation) and report how the differences affected learners’ listening ability. Films are often used in the language classroom, and a number of studies report that they are quite motivating (e.g., Iida, 1988; Kan, 1995)…
3. Method

3.1 Research Questions
To reveal the difference in learners’ listening ability regarding the two types of film-based dictation practices, the following two hypotheses were put forward in the present study…

Notes

1. Despite the obvious limitations of using written DCT data to study sociopragmatic competence that is naturally realized through spoken interaction …
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論文題目は1～2行目までの中央にMSゴシック体16ポイント（太字としない）で記入。





氏名・所属は、論文題目から1行あけて開始し、右寄せ、MS明朝体12ポイントで記入。








見出しは、MSゴシック体10.5ポイント（太字としない）。ナンバリングは算用数字（半角文字）を使用。小見出しは，1.1, 1.2, 1.2.1 のように数字を増やす。


本文は、MS明朝体10.5ポイント。





句読点は、。に統一。（，.としないこと。）ただし、（Kobayashi, 2007）のような場合は , を用いる。








本文最後の行から１行あけ、謝辞、注釈、参考文献、資料の順で記入。項目間は１行あけ、見出しはすべてMSゴシック体（太字としない）。





各項目の最後にピリオド。書名はイタリック。








定期刊物は誌名の後に,をして号数を記し、誌名と号数はイタリック。





日本語文献の書き方は英語文献と基本的に同じだが、書名等、『』付きのものはイタリックとしない。（定期刊行物の号数もイタリックとしない。）また、2行以上に及ぶときは2行目以降を全角1字分下げる。なお、英語文献・日本語文献（50音順）の順番でまとめて記載する。





前置詞、接続詞、冠詞を除く全ての単語を大文字で記す。ただし、4文字以上の語は前置詞等であっても全て大文字で始める。








論文題目は1～2行目までの中央にTimes New Roman太字16ポイントで記入。





氏名・所属は、論文題目から1行あけて開始し、右寄せ、Times New Roman 12ポイントで記入。








見出しは、Times New Roman太字10.5ポイント。小見出しは，1.1, 1.2, 1.2.1 のように数字を増やす。本文は、Times New Roman 10.5ポイント。





文と文との間は半角1文字分スペース。（2文字分スペースではありません。）





本文最後の行から１行あけ、謝辞、注釈、参考文献、資料の順で記入。Times New Roman太字。





巻（号）となっている定期刊行物は誌名と巻数のみイタリック。





定期刊物は誌名の後に,をして号数を記し、誌名と号数はイタリック。





日本語文献の場合は、まずローマ字でタイトルを記載し、その後に英訳を（）内に添える。
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